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総
務
常
任
委
員
会

（
12
月
４
日
開
催
）

議
案
第
１
号
、
議
案
第
２
号
、

議
案
第
３
号
、
議
案
第
４
号
、

議
案
第
５
号
、
議
案
第
９
号
、

議
案
第
10
号
の
一
部
、
議
案

第
11
号
の
一
部（

原
案
可
決
）

委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
1
号
に
つ
い
て

　
職
員
が
大
学
に
通
う

た
め
や
、
国
際
協
力
等

を
行
う
た
め
に
、
休
業
す
る

事
例
な
ど
が
全
国
的
に
あ
る

の
か
。

　

地
方
公
務
員
法
の
中

で
、
自
己
啓
発
の
休
業

の
た
め
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
実
際
に
自
己
啓
発
の
た

め
の
休
業
を
取
る
た
め
に
は

条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
制
定
す
る

も
の
で
す
が
、
同
様
の
条
例

を
持
つ
他
市
町
村
で
は
、
大

学
就
学
や
、
国
際
協
力
機
構

（
ジ
ャ
イ
カ
）で
の
国
際
協
力

な
ど
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
職
員
が
大
学
に
通
う

場
合
、
授
業
料
の
助
成

な
ど
は
行
う
の
か
。

　

ま
ず
条
例
を
つ
く

り
、
大
学
等
へ
行
け
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
第
一

歩
と
考
え
ま
す
。
授
業
料
の

助
成
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

事
例
等
を
調
査
し
、
検
討
し

ま
す
。

＊
議
案
第
２
号
に
つ
い
て

　

海
外
派
遣
等
に
つ
い

て
、
現
在
具
体
的
に
決

ま
っ
て
い
る
派
遣
先
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村

で
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の

か
。　

現
在
は
派
遣
先
等
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
制
度
づ
く
り
と
し
て
、

今
回
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
、

市
川
市
、
佐
倉
市
、
習
志
野

市
、
成
田
市
、
千
葉
市
、
柏

市
、
流
山
市
及
び
栄
町
で
事

例
が
あ
り
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
12
月
４
日
開
催
）

議
案
第
６
号
、議
案
第
８
号
、

議
案
第
10
号
の
一
部
、
議
案

第
11
号
の
一
部
、
議
案
第
12

号
、
議
案
第
13
号
、
議
案
第

14
号

（
原
案
可
決
）

　
委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
10
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

　
さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館

改
修
事
業
は
、
何
を
修

繕
す
る
の
か
。
ま
た
、
緊
急

を
要
す
る
理
由
は
何
か
。

　

建
物
や
設
備
の
破
損

及
び
劣
化
状
況
に
つ
い

て
、
Ａ
か
ら
Ｅ
の
５
段
階
判

定
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｅ
判
定
が
直
ち
に
改
修
を

要
す
る
も
の
で
、
35
項
目
が

該
当
し
、
こ
の
う
ち
10
項
目

は
プ
ー
ル
の
温
度
調
整
器
や 

ろ
過
装
置
等
、
施
設
の
運
営

上
重
要
な
シ
ス
テ
ム
の
部
分

の
た
め
、
緊
急
に
改
修
を
要

す
る
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
改
修
費
を
補

正
予
算
で
計
上
し
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
調
査
を

毎
年
行
っ
て
い
れ
ば
、
当
初

予
算
に
計
上
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
元
気
館

は
故
障
し
て
か
ら
修
繕

す
る
対
応
を
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
調
査
を
行

い
、
改
修
が
必
要
な
箇
所
が

判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査

結
果
に
よ
り
、
緊
急
に
改
修

が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
補

正
予
算
を
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
改
修
が
必

要
な
箇
所
は
、
次
年
度

の
当
初
予
算
で
ま
と
め
て
改

修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。　

今
回
、
全
館
の
調
査

を
行
い
、
長
期
修
繕
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
Ｅ
判

定
以
外
に
も
軽
微
な
も
の
が

沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成

28
年
度
か
ら
毎
年
度
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

（
12
月
７
日
開
催
）

議
案
第
７
号
、
議
案
第
10
号

の
一
部

（
原
案
可
決
）

　
委
員
会
質
疑
要
約

＊
議
案
第
７
号
に
つ
い
て

　
今
回
の
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
農
業
委
員

は
、
農
協
や
土
地
改
良
区
か

ら
の
推
薦
が
で
き
な
く
な
る

の
か
。

　

推
薦
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
が
、
各
団
体
等

か
ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
と
し

て
も
選
任
さ
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。な
お
、
推
薦
が
あ
っ

て
も
な
く
て
も
、
委
員
に
応

募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

＊
議
案
第
10
号
に
つ
い
て

（
歳
出
）

　

千
葉
県
地
域
経
営
体 

農
地
集
積
事
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
補
助
要
件
で

あ
る
農
地
の
賃
貸
借
契
約
10

年
を
満
了
す
る
前
に
契
約
が

解
除
さ
れ
、
県
へ
の
返
還
金

が
発
生
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
契
約
解
除
の
理
由
は
何

か
。　

借
主
と
貸
主
の
協
議

に
よ
る
も
の
で
、
他
の

担
い
手
に
集
積
し
た
方
が
効

率
的
な
作
業
が
行
え
る
た
め
、

契
約
を
解
除
し
た
も
の
で
す
。

　
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
に
お

け
る
、
化
学
肥
料
の
関
係
に

つ
い
て
、
詳
細
は
ど
う
か
。

　

化
学
肥
料
や
化
学
合

成
農
薬
を
、
県
の
基
準

か
ら
原
則
５
割
以
上
軽
減
し
、

か
つ
、
緑
肥
の
作
付
け
や
、

た
い
肥
の
施
用
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
で
す
。

　
土
地
改
良
事
業
に
よ

り
整
備
さ
れ
た
大
排
水

路
の
生
活
排
水
が
流
れ
る
場

所
に
砂
が
堆
積
し
、
流
れ
な

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

　

地
域
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
一
部
に
つ
い
て

は
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
の
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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